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小学生における基本的生活習慣が自己統制および向社会的行動に及ぼす影響
【問題と目的】
　基本的生活習慣とは，食事・睡眠・排泄などの個別
的で生理的なものと，整理整頓・学習・運動などのよ
うな一般的で習慣的なものがある（佐野，1994）．こ
れらの基本的生活習慣は，子どもの心身に大きく影響
すると考えられるが，近年その乱れが指摘されている．
　そのような状況下，文部科学省では，子どもの望ま
しい基本的生活習慣の育成に役立てるため全国の都道
府県に平成20年度「子どもの生活リズム向上のため
の調査研究」委託事業を実施した．本研究では，その
要請を受けたA県のPTA連合会とともに実施した小
学生を対象とした調査について，食事，睡眠，挨拶に
着目して分析を行った．
1．小学生における基本的生活習慣，自己統制，およ
び向社会的行動
（1）基本的生活習慣―食事，睡眠，挨拶
　近年，児童の食事において，欠食や孤食が問題となっ
ている．朝食の欠食については，小学校頃から始まり
（文部科学省，2008），高学年で増える傾向にあるこ
とが示唆されている（濱名ら，2003）．また，小学生
では一人で食べる場合の方が，家族一緒に食べる場合
より朝食をとる頻度が低いことが明らかになっている
（文部科学省，2008）．朝食摂取の有無は，注意力や
記憶力の持続など，子どもの学習能力に影響を及ぼす
（赤塚，2002）．また，孤食といらいらする頻度との
関連も指摘されている（文部科学省，2008）．
　睡眠についても，昭和55年と平成12年の子ども
の就寝時刻を比較すると，夜10時以降に寝る子ども
の割合は2～ 4倍に増加しており，ここ20年間で子
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基本的生活習慣は，子どもの心身の発達に大きく影響を及ぼすものと考えられるが，近年，子ど
もの基本的生活習慣の乱れが指摘されている．そこで，本研究では，小学生を対象として，食事，
睡眠，挨拶という基本的習慣をとりあげ，その実態を把握するとともに，基本的生活習慣と自己統
制および向社会的行動との関連について検討した．調査対象者は，A県の小学校1年生から6年生
までの児童6,189名であった．分析の結果，A県の児童においては，全国調査と比較して，やや基
本的生活習慣の定着度が高いことが明らかとなった．この高さの背景には，A県における家族形態
の特徴や，それに伴う家規範の高さの影響があると推測される．また，基本的生活習慣，自己統制，
および向社会的行動の変化の節目が，小学校の中学年から高学年にあることが示唆された．さらに，
基本的生活習慣の定着は，自己統制や向社会的行動を高めていたが，学年があがるにつれその影響
には男女差が示されていた．子ども達は，家庭や学校を通して社会化されていくが，その際基本的
生活習慣の取得のみならず，ジェンダーの社会化も同時に行われていることが示唆された．
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どもの生活リズムが夜型になっている（文部科学省 , 
2008）．石原・多田・福田（2001）は，子どもの生活
リズムは大人の生活リズムに影響されるので，近年の
子どもの睡眠時間の減少や「遅寝，遅起き」型への移
行は大人の生活実態を反映していると指摘している．
睡眠は子どもの心身の発達に様々な影響を及ぼす．例
えば，適切な睡眠がとれていないことが認知能力の遅
れや，学業や作業能率の低下と関連していることが
明らかになっている（eg.　鈴木，2006；小林，2006
など）．また，就寝時間が遅くなると，慢性疲労やイ
ライラ，気力減退，蓄積疲労が出現する（eg.　小林，
2006；浅岡・福田・山崎，2007など）．このような
睡眠に関する問題は，小学生では学年が上がるにつれ
顕著になる．山崎・富田・佐々木（2005）によると，
男子は学年が上がるにつれ徐々に，女子は男子に比較
して急激に就寝時間が遅くなり，睡眠時間が短くなる
傾向がみられるなど性差も指摘されている．
　子どもの挨拶については，躾という文脈で語られる
ことが多く，心身との関連で検討されている論文は見
られない．しかし，家庭内で挨拶が行われているとい
うことは，家族との関係性を示す一つの指標と考えら
れる．また，躾との関連が示すように，家族内での社
会化の状況を表しているともいえる．
　以上のように，近年，全国的な趨勢としては，基本
的生活習慣は乱れつつあり，その乱れは学年が上がる
につれ大きくなることが明らかになっている．本研究
では，地方都市であるA県における小学生の食事，睡
眠，挨拶の実態や，それらの学年差，および性差につ
いて検討する．
（2）自己統制
　自己統制は，自己制御（self-regulation）あるいは自
己コントロール（self-control）とも言われる．自己統
制とは，自己の意志に基づき，直接的な外的強化なし
に自らの行動を調整していこうとする能力であり，対
人関係の基本となるものである．また，直接的な外
的強化なしに，自らの意志で行動を統制する能力は，
社会化の指標ともされてきた（Thoresen&Mahoney, 
1974）．
　柏木（1986）は，自己統制は二つの側面，すなわち，
自己抑制に関する側面及び自己主張・自己実現に関す
る側面があることを指摘している．自己抑制的側面に
ついては，欲求の抑制や感情の爆発，規則や順番を守
ることに関係があり，「自分の欲求や行動を抑制・制
止しなければならないとき，それができること」と説
明されている．自己主張・自己実現的側面については，
意志や意見を他者に表明すること，不当なことへの抗
議や拒否，さらにそれを実際に行動として実現すると
ころに特徴があり，「自分の欲求や意志を明確にもち，
これを他人や集団の中で表現・主張し，また行動とし
て実演すること」と説明されている．
　柏木（1988）は，3歳から6歳の幼児を対象として，
自己統制の2側面の発達的検討を行っている．その結
果，2側面ともに年齢の増加に伴い，上昇・発達傾向
をたどるが，その増加傾向には差異がみられることが
わかった．自己抑制は年齢に伴い直線的な上昇傾向を
見せるのに対して，自己主張・自己実現の発達は4～
5歳前後で頭打ちになり，その後増減するが，3歳か
ら7歳までの変化は自己抑制に比べ小さい．また，自
己抑制については，全ての年齢段階を通じ一貫して女
児の優位が認められることも同研究により明らかに
なっている．
　同様に，中田・塩見（2000）は，小学校の3年生か
ら6年生までの児童を対象として，自己統制の発達に
ついて検討している．その際，中田らは，自己統制
において「許容性」，「自己開示」，「意思決定」，「独自
性」という4つの特性を見出し，その4側面について
検討している．その結果，許容性については女子が男
子より高く，自己開示においては，学年が高くなるに
つれ低下していくことが明らかになっている．
　許容性は柏木における自己抑制的側面であると考え
られ，両者の研究結果から，幼児期から児童期にかけ
て，一貫して性差がみられる可能性が高いことが予測
される．一方，自己開示は自己主張的側面であると考
えられるが，児童期に入って低下していく可能性があ
る．本研究では，小学校の低学年も加え、小学校1年
生から6年生を対象とし，自己抑制的側面と自己主張
的側面の年齢差や性差を横断的に比較検討する．
（3）向社会的行動
　向社会的行動（prosocial behavior）とは，思いや
り行動ともいわれ，外的な報酬を期待することなし
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に，他人を助けようとしたり，ためになることを
しようとしたりする行為のことである（Mussen＆
Eisenberg,1977）．柏木（1983）は，親切，利他心，
思いやり，愛他的行動，援助行動などを，典型的な行
動として挙げている．このような向社会的行動が，就
学後に年齢上昇とともに顕著になることについて，柏
木は，向社会的行動を構成している諸能力－共感性，
規範の認識，道徳的判断，役割取得能力，向社会的行
動の技能など－の発達を反映していると述べている．
さらにまた，親の躾やモデルなど，家庭での社会化，
社会的交渉などが，年齢とともに蓄積されることも指
摘している．親の躾や特性については，①暖かく養護
的な親であること，②子どもの違反行為に対して，そ
の行為がどのような結果を他人に及ぼすかを説明して
誘導するしつけ方略，③子どもへの発達期待が高く，
幼少時から成熟に見合った責任を課すこと，が挙げら
れている．菊池（1983）もまた，向社会的行動のモデ
ルが周囲にいることの重要さ，どのような家庭で育ち，
どのような躾を受けたかによる違いが影響を与えるこ
とを指摘している．
　Eisenberg＆Mussen（1989）によると，向社会的行
動の中でも，援助行動は年齢とともにわずかながら増
加し，配慮やなぐさめの行動も増加するという．また，
年長の子どもになると，年少の子どもより，報酬が与
えられなくても向社会的行動をとる，利他的な視点か
ら説明することが多くなる，適切なやり方で相手を上
手に助けられるようになるとも述べられている．性差
については一貫した結果が得られていないが，道具的
な救済行動では男性が女性より多く，心理的な援助で
はその逆であるというように，行動の内容によっては
性差が示される場合があると述べられている．本研究
では，小学校1年生から6年生を対象とし，向社会的
行動の学年差や性差を横断的に比較検討する．
2．小学生における基本的生活習慣と自己統制および
向社会的行動との関連
　小松（2003）は，基本的生活習慣には，①生活習慣
を確立すること，②自立の習慣を身に付けることの2
側面があるとしている．そして，幼児期には手先の器
用さが増すにつれ，食事・睡眠・排泄・着脱衣・清潔
の基本的生活習慣（社会化の方向）を身につけ，その
ことで生活を自分のものとしながら，心理的自立の習
慣（個性化の方向）も実現していくと述べている．
　小学校の児童期においても，幼児期と同様の2側面
の発達がみられるが，特に心理的自立の発達が顕著に
進む時期であると考えられる．この心理的自立は，基
本的生活習慣のみならず，子どもの様々な場面での行
動の自律やコントロールにも影響を与えるものと推測
される．基本的生活習慣の中で特に，食事の場面は，
単に栄養摂取だけではなく，家族成員との交流を通じ
て，食事の作法をはじめとする躾や，日常生活の様々
な話題が共有される中での社会的に望ましい規範につ
いての教示伝達などが，自然に行われると考えられる．
また，食事や睡眠といった生活習慣が規則正しく守ら
れ，子どもの心身の健康状態に目配りが行われるよう
な家庭の生活様式の中で，子どもの自己統制力や向社
会的行動様式も身に付きやすいと考えられる．よって，
本研究では，基本的生活習慣と，自己統制および向社
会的行動との関連について検討することとした．
3．本研究の目的
　本研究の第一の目的は，小学生の生活習慣・自己統
制・向社会的行動の性差および学年差を検討すること
とした．また，小学生の基本的生活習慣と自己統制お
よび向社会的行動との関連について検討することを第
二の目的とした．
【方　　法】
1．調査対象者
　調査対象者は，A県内の抽出小学校29校の児童，
計6189名であった (Table1)．
低学年 中学年 高学年 合計
男子 1001 1031 1049 3081
女子 986 1038 1084 3108
合計 1987 2069 2133 6189
Table1．分析対象児童の内訳
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2．調査時期
　2007年6月下旬に実施した．
3．調査内容
（1）基本的生活習慣について
1）食事
①朝食の摂取状況（欠食状況）
　子どもの朝食の有無について「1．毎日食べる」，「2．
食べない日もある」「3．ほとんど食べない」の3項目
を設定した．
②朝食の共食状況（孤食状況）
　平日の朝ごはんは誰と一緒に食べるかについて，以
下の選択肢を設定した．「1．おじいさん」，「2．おば
あさん」，「3．おとうさん」，「4．おかあさん」，「5．
おにいさん（　人）」，「6．おねえさん（　人）」，「7．
おとうと（　人）」，「8．いもうと（　人）」，「9．そ
の他（　　　　）」．
2）睡眠
①就寝時間
　平日（学校に行く日）は何時頃に寝ているかについ
て「1．夜8時ごろ」，「2．夜9時ごろ」，「3．夜10時
ごろ」，「4．夜11時ごろ」，「5．その他」の5項目を設
定し一つを選択してもらった．
②睡眠時間
　平日（学校に行く日）は何時間くらい寝ているかに
ついて，「1．10時間くらい」，「2．9時間くらい」，「3．
8時間くらい」，「4．7時間くらい」，「5．6時間くら
い」，「6．その他」の6項目を設定し，一つを選択し
てもらった．
3）挨拶
　家族といつもしている挨拶8種類について，当ては
まる項目に全て○を付けてもらった．分析では，行っ
ている場合を1点，行っていない場合を0点として，
合計点を挨拶得点として用いた．なお，挨拶の種類は，
「1．おはよう」，「2．いただきます」，「3.ごちそうさ
ま」，「4．いってきます」，「5．ただいま」，「6．おか
えり」，「7．おやすみなさい」，「8．ありがとう」であっ
た．
（2）自己統制
　柏木（1988）の自己主張・実現および自己抑制の側
面についての各2項目，計4項目を用いた．また，中
田（2000）の児童自己統制尺度における4因子（許容
性，自己開示，意思決定，独自性）から因子負荷量の
大きい8項目を選択し，計12項目を用いた．いずれ
も4件法で評定を求めた．
（3）向社会的行動
　向社会的行動の測定には，菊池（1988）が独自に作
成した大学生版の尺度を小学生が理解できるように表
現を変えたものを4項目，また，伊藤（2006）が向社
会性についての認知評定を作成したものから5項目選
択し，計9項目を使用した．いずれも4件法で評定を
求めた．
4．調査手続き
　本研究は，A県のPTA連合会の生活リズムの向上
を目的とした調査の一環として実施した．調査用紙は
各調査校で配布された．調査用紙は児童が各自持ち帰
り，家庭で回答し，その後回収された．
【結　　果】
1．小学生の基本的生活習慣，自己統制，および向社
会的行動の男女差と学年差
（1）基本的生活習慣
1）食事
①朝食の摂取状況
　朝食の摂取状況について，男女および学年別に示し
た（Table 2）．A県の小学生においては，90％以上が
毎日朝食を摂取している．男女差は示されなかったが，
男子では　学年によって，朝食の摂取状況に傾向差が
示された（χ 2（4）=8.47, p < .10）．
②朝食の共食状況
　男女および学年別に，朝食を一緒に食べる人数を
Table3に示した．90％以上の児童が家族の誰かと朝
食をとっている．χ 2検定を行った結果，男女差は見
られなかった．男子では，学年によって，朝食を一緒
に食べる人数に統計的に有意な差が示され（χ 2（4）
=20.87, p < .001），低学年と比べると中学年および高
学年は，一人で食べる者の比率が高くなっている．ま
た，小学生全体では，朝食を一緒にとっている家族は，
第一位が母親で57.4％であり，次いで父親が41.2％
であった（Figure1）．
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％（人数） 毎日食べる 食べない日もある ほとんど食べない
低学年男子 93.8（938） 5.4（54） 0.8（8）
中学年男子 90.8（936） 7.8（80） 1.5（15）
高学年男子 90.8（952） 7.9（83） 1.3（14）
低学年女子 92.1（908） 7.2（71） 0.7（7）
中学年女子 92.4（959） 6.8（71）  0.8（8）
高学年女子 90.1（977） 8.8（95）  1.1（12）
Table2．食の摂取状況
％（人数） 0人 1人 2人以上
低学年男子 2.8（28） 29.5（295） 67.7（678）
中学年男子 4.8（49） 27.7（286） 67.5（696）
高学年男子 7.1（74） 26.4（277） 66.5（698）
低学年女子 4.0（39） 28.0（276） 68.1（671）
中学年女子 4.2（44） 27.7（288） 68.0（706）
高学年女子 5.2（56） 29.2（317）   65.6（711）
Table3．朝食を一緒に食べる人数
Figure1.　朝食の共食状況
2）睡眠
①就寝時間
　男女および学年別の就寝時間をTable4に示した．
男女差が示され（χ 2（2）= 14.07, p < .01），女子は男
子より就寝時間が遅い者の比率が高い．また，男女
ともに，学年による有意な差が見られた（男子　χ 2
（8）=503.56, p < .001；女子　χ 2（8）=633.94, p < 
.001）．低学年では21時頃に就寝する者が最も多い
が，学年が上がるにつれ就寝時間が遅くなっており，
高学年では22時頃に就寝する者が最も多くなってい
る．
②睡眠時間
　男女および学年別の睡眠時間をTable5に示した．
男女間に傾向差が示され（χ 2（2）= 9.68, p < .10），
女子は男子より睡眠時間が短い者の比率が高い傾向が
あった．また，男女ともに，学年が上がるにつれて睡
眠時間は短くなっている（男子　χ 2（8）= 344.01, p 
< .001；女子　χ 2（8）=388.94, p < .001）．低学年で
は，約9時間が最も多いが，徐々に短くなり，高学年
では約8時間が最も多くなっている．
3）挨拶
　挨拶得点について，2（性別）×3（学年）の2要因の
分散分析を行った結果，性別と学年の有意な主効果が
示された（F（5,6183）= 19.75, p < .001; F（5,6183）= 
21.12, p < .001）（Table6）．下位検定（Tukey法）の結
果，女子は男子より，また，低学年および中学年は高
学年より有意に挨拶得点が高かった．Figure2に，挨
拶を行っている者の比率を示した．70％以上の児童
が，全ての挨拶を日常的に行っている．
（2）自己統制
　自己統制に関する12項目について，因子分析（主
因子法・バリマックス回転）を行い，共通性の低い2
項目を削除し，再度因子分析を実施した結果，2因子
構造を見出した（Table7）．第1因子は，「自分がされ
たくないことは友達にもしないようにしている」「相
手がぶつかってきたも，わざとでなければ，許してあ
げる」「友達から間違いを注意されたら，間違いを認
める」など，自己の感情や行動を抑制する項目から構
成されているので，「自己抑制」とした．また，第2因
子は，「自分の考えを，友達にわかるように，言うこ
とができる」「嫌なことを，はっきり『嫌』と言える」
「遊びたい玩具やゲームを友達が使っている時，『貸
して』と言える」など，自分の意思を明確に持ち，他
者に伝えるという項目から成るため「自己主張」とし
た．クロンバックのα係数は，項目全体ではα=.73，
第1因子はα=.68，第2因子はα=.55であった．第2
因子の信頼性はやや低いが，全体としては基準に達し
ているので，今回の分析では第2因子も分析に加える
こととした．「自己抑制」および「自己主張」について，
2（性別）×3（学年差）の2要因の分散分析を行った
（Table6）．
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Figure2．日常的に行っている挨拶
　その結果，自己抑制において性別の有意な主効果が
示され（F（5,6183）= 160.7, p < .001），女子は男子
より高かった．一方，自己主張については，学年の有
意な主効果が示され（F（5,6183）= 54.11, p < .001），
低学年＞中学年＞高学年の順に高いことが明らかに
なった．
（3）向社会的行動
　向社会的行動9項目について因子分析（主因子法・
バリマックス回転）を行ったところ1因子構造が得ら
れた（α = .85）．向社会的行動について，2（性別）
×3（学年差）の2要因の分散分析を行った結果，性
別と学年の有意な主効果が示された（F（5,6183）
= 297.60, p < .001; F（5,6183）= 18.09, p < .001）
（Table6）．女子は男子より，低・中学年は高学年よ
り向社会的行動が高かった．
2．基本的生活習慣と自己統制および向社会的行動
（1）食事
　食事については，ほとんど食べないという欠食者
や，一人で食べるという孤食者の比率が少ないため，
男女や学年に分類せず全体で分析を行う．まず，食の
摂取状況と自己統制および向社会的行動との関連を
みるために，3群間（毎日食べる，食べない日もある，
ほとんど食べない）で一要因の分散分析を行った．そ
の結果，自己抑制，自己主張，および向社会的行動
の全てにおいて群間に有意差が示された（F（2,6186）
= 40.08, p < .001; F（2,6186）= 22.28, p < .001, F
（2,6186）= 33.93, p < .001）．下位検定（Tukey法）の
結果，自己抑制と向社会的行動においては，「毎日食
べる」＞「食べない日もある」＞「ほとんど食べない」
の順に高かった．また，自己主張については，毎日食
べる者が，他の者より高いという結果が得られた．
　同様に，朝食を食べる人数と自己統制および向社会
的行動との関連をみるために，3群間（0人，1人，2
人以上）で一要因の分散分析を行った．その結果，自
％（人数） 約10時間 約9時間 約8時間 約7時間 約6時間 その他
低学年男子 13.1（131） 66.7（668） 18.9（189） 0.7（7） 0.2（2） 0.4（4）
中学年男子 5.7（59） 54.1（558） 36.4（375） 3.4（35） 0.4（4） 0（0）
高学年男子 4.8（50） 37.7（395） 48.3（507） 7.4（78） 1.4（15） 0.4（4）
低学年女子 10.8（106） 68.6（676） 18.9（186） 1.2（12） 0.2（2） 0.4（4）
中学年女子 8.1（84） 53.5（555） 34.1（354） 3.5（36） 0.6（6） 0.3（3）
高学年女子 4.0（43） 35.1（380） 48.3（524） 11.3（123） 0.9（10） 0.4（4）
Table5．学年別および性別にみた睡眠時間
％（人） 20時頃 21時頃 22時頃 23時頃 その他
低学年男子 6.8（68） 67.5（676） 24.1（241） 0.7（7） 0.9（9）
中学年男子 2.0（21） 49.3（508） 44.7（461） 3.6（37） 0.4（4）
高学年男子 1.3（14） 27.3（286） 58.4（613） 12.0（126） 1.0（10）
低学年女子 6.6（65） 69.5（685） 22.3（220） 1.2（12） 0.4（4）
中学年女子 3.5（36） 49.1（510） 41.8（434） 4.9（51） 0.7（7）
高学年女子 1.5（16） 22.0（238） 59.1（641） 16.5（179） 0.7（21）
Table4．男女および学年別にみた就寝時間
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己抑制，自己主張，および向社会的行動の全てにおい
て群間に有意差が示された（F（2,6186）= 15.50, p < 
.001; F（2,6186）= 7.81, p < .001, F（2,6186）= 11.49, 
p < .001）．下位検定（Tukey法）の結果，一人で食べ
る者は，他の者より，自己抑制，自己主張，および向
社会的行動が有意に低かった．
（2）睡眠
　睡眠に関しては，就寝時間および睡眠時間において
男女差や学年差がみられたため，男女別，学年別に，
自己統制および向社会的行動との関連について検討
した．まず，就寝時間においては，「夜9時ごろまで」
を1群，「夜10時ごろ以降」を2群とし，自己抑制，自
己主張，および向社会的行動について2群間で平均値
の差の検定を行った．その結果，低学年男女では，1
群が2群より自己主張が有意に高かった（t（990）= 
2.66, p < .01; t（980）= 2.56, p < .05）．中学年および
高学年では，有意差は示されなかった．
　次に，睡眠時間については，2000年の小学校5年
生の平均睡眠は，8時間48分であったので（文部科学
省，2006），「9・10時間くらい」を1群とし，「8時間
くらいから6時間くらいまで」を2群とした．そして，
自己抑制，自己主張，および向社会的行動について2
群間で平均値の差の検定を行った結果，低学年男子で
は1群が2群より自己主張が高く（t（995）= 2.44, p < 
.05），低学年女子では3つの側面全てにおいて1群が
2群より高いという結果が得られた（t（980）= 2.92, 
p < .01;　t（980）= 3.63, p < .001;　t（980）= 2.28, p 
< .05）．中学年では，男子は1群が2群より自己主張
が有意に高く（t（1029）= 2.69, p < .01），女子では
有意差は示されなかった．高学年男子では有意差は
示されず，女子は1群が2群より，自己抑制と向社会
的行動が有意に高かった（t（1078）= 2.27, p < .05;　t
男子 女子 F値
低学年 中学年 高学年 低学年 中学年 高学年 性別 学年 交互作用
挨 　 　 拶 6.83 6.77 6.51 7.06 6.95 6.7 19.75*** 21.12***   0.14
（1.73） （1.78） （1.95） （1.51） （1.64） （1.69）
自 己 抑 制 18.59 18.8 18.59 19.73 19.8 19.67 160.70***  1.45 0.22
（3.39） （3.39） （3.51） （3.28） （3.17） （3.19）
自 己 主 張 12.66 12.29 11.95 12.87 12.35 11.94 1.97   54.11*** 0.99 
（2.41） （2.64） （2.54） （2.48） （2.61） （2.5）
向 社 会 的 行 動 28.8 28.73 27.84 30.8 30.92 30.18 297.60*** 18.09***  0.57
（5.05） （5.09） （5.54） （4.53） （4.68） （4.82）
*** p < .001
Table6．挨拶，自己統制，および向社会的行動における性差と学年差
因子1 因子2
自己抑制　　
・自分がされたくないことは，友達にもしないようにしている 0.619 0.145
・相手がぶつかってきても，わざとでなければ，許してあげる 0.496 0.218
・友達から間違いを注意されたら，間違いを認める 0.492 0.186
・悪い遊びに誘われたら断る 0.466 0.203
・友達の考えていることをわかってあげようとする 0.384 0.280
・悲しいこと，悔しいこと，辛いことなどの感情を我慢できる 0.379 0.173
自己主張
・自分の考えを，友達にわかるように，言うことができる 0.219 0.550
・嫌なことを，はっきり「嫌」と言える 0.108 0.458
・遊びたい玩具やゲームを友達が使っている時，「貸して」と言える 0.176 0.413
・自分の好きなことを友達に教えたい 0.196 0.406
Table7．　自己統制尺度の因子分析結果
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（1078）= 2.10, p < .01）．
（3）挨拶
　男女別，学年別に挨拶の平均値を算出し，平均値を
境とし各々高群と低群に分け，自己抑制，自己主張，
向社会的行動について2群間で平均値の差の検定を
行った．その結果，全ての学年の男女において2群間
に有意差が示され，高群は低群より自己抑制，自己主
張，向社会的行動が高かった（自己抑制：低学年男子 
t（999）= 3.32, p < .01;低学年女子 t（984）=7.30, p < .001;
中学年男子 t（1029）= 4.37, p < .001;中学年女子
t（1036）= 4.78, p < .001;高学年男子 t（1047）= 6.97, 
p < .001;高学年女子 t（1082）= 4.00, p < .001;）（自己
主張：低学年男子 t（999）= 4.69, p < .001;低学年女子
t（984）= 8.02, p < .001;中学年男子 t（1029）= 5.26, 
p < .001;中学年女子 t（1036）= 3.77, p < .001;高学年
男子 t（1047）= 6.57, p < .001;高学年女子 t（1082）
= 4.48, p < .001）（向社会的活動：低学年男子 t（999）
= 6.62, p < .001;低学年女子 t（984）= 6.84, p < .001;
中学年男子 t（1029）= 6.43, p < .001;中学年女子
t（1036）= 9.43, p < .001;高学年男子 t（1047）= 8.06, 
p < .001;高学年女子 t（1082）= 6.15, p < .001）．
【考　察】
1．小学生の基本的生活習慣，自己統制，および向社
会的行動の男女差と学年差
（1）基本的生活習慣
毎日食べる 食べない日もある ほとんど食べない
（N=5671） （N=454） （N=64） F値
自 己 抑 制 19.30（3.33） 18.23（3.52） 16.67（3.63） 40.08***
自 己 主 張 12.40（2.54） 11.69（2.51） 11.22（2.84） 22.28***
向 社 会 的 行 動 29.69（5.04） 28.20（5.30） 25.98（5.93） 33.93***
2人以上 1人 0人以上
（N=4160） （N=454） （N=64） F値
自 己 抑 制 19.34（3.32） 18.99（3.36） 18.39（3.88） 15.50***
自 己 主 張 12.40（2.55） 12.24（2.53） 11.86（2.67） 7.81***
向 社 会 的 行 動 29.73（5.04） 29.25（5.12） 28.53（5.62） 11.49***
*** p < .001
Table8．食事と自己統制および向社会的行動との関連
低学年男子 低学年女子
1群（N=799） 2群（N=198） t値 1群（N=782） 2群（N=200） t値
自 己 抑 制 18.63（3.37） 18.41（3.48） 0.81 19.88（3.23） 19.12（3.43） 2.92 **
自 己 主 張 12.75（2.39） 12.28（2.47） 2.44 * 13.01（2.44） 12.30（2.53） 3.63 ***
向 社 会 的 行 動 28.88（5.05） 28.37（5.06） 1.25 30.96（4.47） 30.15（4.76） 2.28 *
中学年男子 中学年女子
1群（N=617） 2群（N=414） t値 1群（N=639） 2群（N=396） t値
自 己 抑 制 18.94（3.35） 18.58（3.44） 1.70 † . 19.87（3.15） 19.39（3.15） 0.66 
自 己 主 張 12.48（2.57） 12.00（2.72） 2.86 ** 12.39（2.59） 12.30（2.67） 0.57
向 社 会 的 行 動 28.90（5.11） 28.46（5.05） 1.37 31.15（4.43） 30.60（4.94） 1.83 † .
高学年男子 高学年女子
1群（N=445） 2群（N=600） t値 1群（N=423） 2群（N=657） t値
自 己 抑 制 18.65（3.62） 18.54（3.44） 0.53 19.94（3.11） 19.49（3.22） 2.27 *
自 己 主 張 12.11（2.62） 11.81（2.47） 1.86 † 12.11（2.44） 11.83（2.53） 1.80 †
向 社 会 的 行 動 27.93（5.73） 27.77（5.41） 0.46 30.57（4.66） 29.94（4.91） 2.10 *
† p < .10,  * p < .05,  ** p < .01,  *** p < .001
Table9．睡眠時間と自己統制および向社会的行動との関連
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　まず，食事と睡眠の実態について，全国調査の結
果と比較してみたい．朝食の摂取状況については，
2007年の小学校6年生を対象とした全国調査では，
毎日食べる児童の比率は86.3％であった（文部科学
省，2010）．これに対し，本調査の児童の朝食の摂取
状況をみると，どの学年の男女においても，90％以
上が毎日食べると回答していた．共食状況に関して
は，2007年の小学校5年生を対象とした全国調査で
は，1人で朝食を食べる者が11.4％であったが（（独）
日本スポーツ振興センター，2010），本研究ではほ
ぼ7％以下となっている．就寝時間については，就
寝が11時以降の児童が，2007年の小学校6年生を対
象とした全国調査では17.7％であった（文部科学省，
2009）．本調査の高学年男子では12.0％であり，女
子では16.5％であった．睡眠時間については，全国
調査によると，2006年および2011年の10～ 14歳ま
での平均睡眠時間は，いずれも8時間半くらいである
（総務省，2011）．本調査の中学年および高学年男女
においても，8時間から9時間の睡眠時間の比率が高
い．つまり，A県の実態は，全国調査結果とほぼ同様
か，やや基本的生活習慣の定着度が高いといえる．こ
の高さの背景の一つには，家規範の影響があると推測
される．A県においては三世代同居率が全国的にも高
く（国立社会保障・人口問題研究所，2009），世代を
通して家族規範意識が伝授され，この高さは青年期世
代においても顕著であることが明らかになっている
（赤澤・小林・水上，2010）．このような家族形態や
規範の高さは，児童の基本的生活習慣にも影響を与え
ている可能性が高いと考えられる．
　次に，食事における男女差および学年差であるが，
男子における朝食の摂取状況と共食状況において学年
差がみられ，中学年から欠食率や孤食率が高くなるこ
とが示されている．これは食事場面への親和性におけ
る男女差が反映しているのではないかと推測される．
家事を手伝う率は，男児より女児の方が高い（第一生
命研究所，2005）．同調査では，手伝わない理由とし
て，男児では「頼んでも嫌がられる」，女児では「勉
強や塾で忙しい」が一番多かったとされ，親も男児に
は家事を頼まないことが多いことが明らかになってい
る．つまり，女子の方が，食事場面で親との共同作業
が行われることが多いため，欠食や孤食率が低くなる
のではないだろうか．共食に関しては，児童が一緒に
朝食を食べている家族は，母親が一番多く，父親と一
緒に朝食をとる児童は半数にも至らない．本調査地の
A県は，共稼ぎ率が高い地域であるが，この状況をみ
ると，父親と母親の働き方の違いや，家庭内の仕事の
分担における性差が示されているといえよう．
　睡眠については，男女ともに学年が上がるにつれ，
就寝時間は遅くなり，睡眠時間も短くなっていた．そ
の特徴は，高学年において特に顕著である．中学年か
ら高学年への移行時期は，思春期の始まりの時期でも
あり，親によるコントロールから距離を置く時期とい
える．加えて，住まいづくり研究所（2007）によると，
97％の母親が「子ども部屋は必要」としており，62％
の母親が「子ども部屋の必要な年齢」を7～ 12歳頃と
している．つまり，子ども自身の内的な変化や子を取
り巻く環境の変化が，子どもの生活習慣に何らかの影
響を及ぼしている可能性がある．就寝時間については，
性差も示され，男子より女子の方が遅く，先行研究と
同様の結果が得られた．児童期から青年期に移行する
時期から，女子の情緒的問題が増え，睡眠時間の減少
が不定愁訴の増加と関連していることが指摘されてい
る（内田，1997）．今後は，睡眠について児童の心理・
精神的側面や家族との関係性を含めて検討していく必
要性がある．
　挨拶については，高学年になると少なくなり，男子
は女子より行っていない．挨拶は家族との関係性を表
す指標であるといえる．よって，高学年になるほど，
親との距離が大きくなり，その距離は男子の方が大き
いと考えられる．日常的に行っている挨拶については，
80％以上の児童が家族との挨拶を行っていることが
わかった．しかし，挨拶の中で，相対的に低いのが「お
かえり」と「ありがとう」であった．つまり，大人へ
のねぎらいや感謝に関わる挨拶は，その他の挨拶に比
して行われていないといえる．
（2）自己統制
　自己抑制については，学年差はみられず，性差のみ
が示された．自己抑制は幼児期には年齢による上昇が
みられたが（柏木，1988），小学校中学年から高学年
にかけての学年差は示されていない（中田，2000）．
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研究により項目が異なるため単純な比較はできない
が，自己抑制は幼児期前期から児童期にかけて，外的
な抑制から自律的な抑制へと変化し，児童期において
は外的な強化なしに，安定的に保たれている可能性が
ある．また，性差については，先行研究と一致しており，
女子は幼児期より児童期にかけて，一貫して男子より
自己抑制的であることが明らかとなった．これについ
ては，柏木（1988）が指摘するように，ジェンダー・
ステレオタイプの影響であると考えられる．一方，自
己主張に関しては，性差はみられず，学年差のみが示
され，学年とともに低下していた．先行研究結果と合
わせて考察すると，自己主張的側面は，幼児期前期か
ら上昇し，幼児期後期には頭打ちになり，児童期にお
いては徐々に低下していくという変化が伺われる．自
己主張的側面の児童期における低下の要因としては，
年齢による自己呈示の方法の変化や文化的な側面など
が考えられるが，今後のさらなる検討が必要である．
（3）向社会的行動
　向社会的行動については，性差と学年差が示された．
アイゼンバーグ（1992）は，男子と女子とでは異なっ
た思いやり行動を好むとしている．そして，心理的な
援助や友人とか知り合いを助けるといった場合には，
女子が援助的であるとしている．今回の向社会的行動
の尺度項目をみると，友達を援助するという内容が多
く含まれており，そのことが結果に影響したものと推
測される．また，学年差については，本研究では学年
とともに向社会的行動は減少していた．アイゼンバー
グ（1992）によると，援助行動は小学校中学年頃まで
は増加し，高学年と中学生の頃に減少し，再び高校生
の頃に増加するとのことである．援助行動が抑制され
る原因として，初期青年期では，援助者として無能を
恐れることや，援助の対象になる人に恥ずかしい思い
をさせることへの恐れ，援助に対する社会的非難（援
助が求められていない可能性など）などが挙げられて
いる．学年があがるにつれ，向社会的行動が低下して
いるという本研究の結果も，これに合致している．今
後は，様々な向社会的行動を取り上げ，動機などと併
せて検討していく必要性がある．
2．基本的生活習慣と自己統制および向社会的行動
　平成17年に施行された食育基本法においては，食
事が子どもの心身の成長および人格形成に大きな影響
を及ぼし，生涯にわたって健全な心と身体を培い豊か
な人間性を育む基礎となることが述べられている．特
に，家庭における共食については，保護者が家庭にお
ける食育の重要性を認識し，子どもの食に対する関心
及び理解を深め，健全な食習慣の確立に資する役割を
担うことの重要性が指摘されている．
　本研究においては，毎日朝食を食べる者および家族
と一緒に食べる者は，朝食をほとんど食べない者およ
び一人で食べる者に比べて，自己主張・自己抑制・向
社会的行動のいずれにおいても高かった．上原・大場・
加藤（2013）による小学5年生を対象とした調査研究
において，家庭での共食頻度が高い者は低い者に比較
して，公的自己意識より私的自己意識が高いことが指
摘されている．家族で食事を共にする場面は，貴重な
コミュニケーションの場であり，食卓の話題を通して
他者の感情や行動を推し量ったり，そのことを通して
自己の感情や行動についての内省を得たりする機会と
もなりうると考えられる．他者からどのように見られ
ているかという意識よりも，より自分の内面や物事に
ついて内省する能力が発達するということは，自己主
張・自己抑制および向社会的行動の発達に大きな影響
を及ぼすことと推測される．
　また，本研究においては，男子においては睡眠時間
が長い者の方が自己主張が高い，一方で，女子におい
ては，睡眠時間が長い者の方が自己抑制・向社会的行
動が高い，という結果が認められた．男女ともに，学
年が上がるにつれ，就寝時間が遅くなることと考え合
わせると，家庭での躾において就寝時間を守る者の方
が，社会の求めるジェンダー規範に沿った発達を示し
ているといえる．つまり，子ども達は，家庭や学校を
通して社会化されていくが，その際ジェンダーの社会
化も同時に行われていることが影響していると考えら
れる．笹原（1999）は，学齢期にある子どもたちのジェ
ンダーの社会化が家庭と学校の中でどのように形成さ
れていくのかを検討している．その結果，子ども達は
親や教師から，「女（男）だから○○しなさい」と言わ
れる経験を有していたが，そこには性差がみられたと
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いう．女子の場合は「言葉づかい」「手伝い」「整理整
頓」「礼儀作法」について，男子は「勉強・進路」「言
葉づかい」「泣いたとき」「整理整頓」について言われ
ることが多かった．しかも，男子より女子の方が，そ
れらについて親が口にする程度は多い．また，「言葉
づかい」や「礼儀作法」については，女子では小学校3
年生より6年生の方が多く言われているに対し，男子
では逆に減少している．本研究の結果は、笹本の研究
を裏付けるものとなっている。基本的生活習慣と性別
役割には，ともに規範的側面があるため，基本的生活
習慣の規範を遵守する小学生においては，社会が自分
に何を期待しているのかということに敏感であり，自
身のジェンダーに即した規範を取り入れやすい可能性
がある．また，家庭や学校での社会化が影響している
可能性も強い．これらについては，今後小学生のジェ
ンダー観や親の養育態度という変数を加え，さらなる
検討が必要である．
　挨拶行動については，男女・学年を問わず，家族と
挨拶を多くしている者は，自己抑制・自己主張・向社
会的行動の全てが，挨拶行動の少ない者よりも高い，
という結果が示された．挨拶は，他者とのコミュニケー
ションの一形態であり，対人関係にも影響を与える．
そのため，挨拶行動と対人場面におけるより社会化さ
れた態度や行動としての自己統制および向社会的行動
との間に関連が示されたのだと考えられる．
　以上の結果より，食事・睡眠・挨拶といった基本的
生活習慣の定着は，子どもの自己統制および向社会的
行動の発達において，重要な役割を果たしているとい
えよう．
【付　記】
　本研究のデータ収集において，A県PTA連合会には多大
なる協力を頂きました．心より感謝申し上げます．また本
研究の調査にあたりご協力いただいた小学校，児童，およ
び保護者の方々に厚く御礼申し上げます．
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